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内面の真相（Ⅱコリント4:16）
　
今日の聖書を見ると、外なるひと、内なる人という表現があります。と言いますのは、私たちが見て分かっていることだけではないという意味ではないでしょうか。内面の真相というものがあるということでしょう。見た目と外見とうわべとは違う世界があるということとして理解します。
結核という病気があります。その病気の初期の症状を見ると、まるで風邪ではないのかと思うような症状です。咳込んだり、熱を出したりします。それでもし表のことだけを見て風邪だと処方してしまうと、全く薬が効かないし、かえって副作用に悩まされるようになるだけです。その内側の、目に見えない肺に問題があって、表にそのような症状が現れているということなのです。私たちの人生もそういうものではないかと思います。人生そのものもいろいろなパターンがありますが、実は私たちが見ている姿がすべてではありません。まるで何重に包装されて殻をかぶっているようなものだと思います。玉ねぎのように。これかなと思っていたのに、一皮剥いてみると、また別の内容がそこにあるわけです。それが何十層になっているのです。しかし、ほとんどの人々は、特にクリスチャンでさえ、そのうわべだけを見ているので連続してミスするしかないし、また、方向がまったく違うところに行きますので、さまようしかありません。ですから、内面の真相に迫っていくようにならないといけません。もし今も何かの問題を抱えて、それがずっと悩みになっているクリスチャンがいるとすれば、その人が悪いから、その問題がひどいからというよりは、見るべきものをいまだに見ていないということかもしれません。

あるアルコール中毒で悩んでいる人が、牧師を訪ねました。その牧師が「なぜ来たのか」と聞いたら、「アルコールが中々、断ち切ることができません。それが悩みの種であり問題です」と言いました。その時に牧師が「本当にアルコールが問題だと思うのか。だから、あなたの問題は解決しません。あなたがアルコールに手を出して、それが止められないようになった何かきっかけというものがあるのではないですか」と聞きました。それでよく振り返って考えて見ると、何人かの男性と付き合いましたが、皆が裏切ってだまして、それで男性に捨てられたという経験があって、その時からお先を飲み始めるようになったということに気付きました。アルコールよりは、その男性に捨てられた経験、それがより大きな問題ではないのかと言われて見れば、そのように思います。本当にそれが問題だと思います。「男性に裏切られた、傷ついたということが問題だと思うでしょう」。「はい」。「だから、あなたの問題は解決しません。それが問題ではありません。男性に捨てられたからといって皆がアルコール中毒になるのか。あなたにはそれにデリケートになるしかない何かの背景というものがあるのではないか。よく思い出して考えてみなさい」。すると、自分のことをこのようにお話ししたそうです。小さい頃、両親が離婚して誰も引き取らずに施設の方に任されるようになった。つまり、親に捨てられて孤児になってしまったという人生経歴を持っていたそうです。その時から、その人は愛情に欠けていたので、人に対しての愛情を追い求めていました。しかし、思いどおりにうまくいかないということがずっと続いていたそうです。「ああ、そうか。人間的に十分に理解します。あなたは小さい頃、親に捨てられた辛い、悲しい経験があるから、今に至るようになってしまったのだね。それが問題だと思いますよ」。「先生のおっしゃるとおり問題は本当に根深いのですね。それが問題だと思います」。先生が最後に言いました。「親に捨てられて孤児になった悲しい経験が、あなたは問題のいちばん基本だと思うでしょう」「はい」「だから、あなたの問題は解決できません。それは本当の問題ではありません。実は、そういう経験の前にあなたは、あなたも知らない問題を抱えているのです。生まれたときから神様とともにいるべきで、神に愛され神の祝福の中を生きるべき人間が、実は生まれたときから神を知らないまま、それで残念ながらあなたも知らないでいたでしょうが、あなたが良いか悪いか、頑張るか頑張らないかと関係なく、目に見えないあなたの人生を破壊しようとしている悪魔、サタンというものに捕らわれて人生を生きるしかありません。そこが本当の問題です」。それだけが隠れています。内面の本当の真相に迫っていかないといけません。ですから、あなたの問題は絶対に解決不可能なのです。あなたの力では、社会の助けによってでは、また、今まであなたが求めていた愛情などによっては、絶対解決不可能です。だから、解決しようとしたり、解決できないという心配、悩み、葛藤などは、最初から元々、無駄なことです。あきらめなさい。だから、あなたにできないから、その悪魔のしわざを打ち壊すために、神様が自らキリストを送ってくださったのです。キリストしかあなたの問題の解決はありません。だから、キリストが十字架で尊い血を流されたのです。問題の真相が分かっていないと、方向が別の方にずれてしまいます。

ですから、礼拝をささげている皆さんは、それぞれどんな問題を抱えているか分かりませんが、その今見ている問題ではなく、それを通して今まで気づいていない、しかし、聖書にはっきりと語られている神様の真理のみことばにあるその問題の真相に迫っていき、素直にそれと向き合う必要があります。その時に、今までに見えなかった別の世界が見えてくるようになります。まずはどんな問題であれ、その問題の内面の真相に一回だけはまじめに真剣に向き合わないといけません。一回だけでもいいです。お話をたくさん聞くのが問題ではありません。聞きました聖書のお話を持って、少なくても一回は真実にまじめに向き合うようにしてください。何にでしょうか。問題の真相です。今、現実を見ると、私たちにはこういう問題があるかもしれません。繰り返して、繰り返して続く問題、例えば何かの習慣もその一つでしょう。とにかく止めようとしても、それが繰り返される問題を抱えている場合があります。それが現実なのです。あるいは、皆がうまくいきたいと願っているのに、どこかでひびが入って、破壊され崩壊しているのです。人間関係の問題、幸せな家庭を築きたいと願っているのに家庭が崩壊して行くのです。自分の心のいろいろな部分も崩壊して行く悩みも抱えているかもしれません。そういった現実のどうにもならない問題、頑張っても、頑張っても、よりねじ曲がりややこしくなっていく問題、それによって結局、それが精神的なプレッシャー、圧迫として襲い掛かるようになる問題を抱えているでしょう。これが今、私たちが見ている現実の問題です。しかし、そこで一皮剥いて内面を見てみると、そうならざるおえないきっかけというものが必ずあります。それが親かもしれません。誰かの人間の場合があります。あるいは、何かの事件、出来事によって、そのようになってしまったというきっかけというものがあるし、あるいは何かの環境がきっかけになる場合もあります。もし私たちが現実で今抱えている、今経験しているいろいろな問題を持って、一皮剥いて、そのきっかけに気づいていたとしても、そのきっかけが本当の真相だと思っている限りは、傷からは絶対に自由になりません。何かのトラウマを必ず抱えるようになります。ですから、問題の真相に迫るようにしなければなりません。そこでも一皮剥かないといけません。その時にそこに聖書でしか教えていない、神さましかおっしゃらない霊的な事実というものがあります。実は、人のせいでも環境のせいでもありません。神様から離れているというのが内面の真相です。あるいは神様のことを本当に心から信じる信仰に欠けている不信仰が内面の真相です。その神様を離れているから、神様への不信仰のところには100%、200%目に見えない私たちを破壊しようとしている悪魔、サタンというものが入り込んで働くようになります。そこが内面の真相です。その結果、罪から逃れることはできないし、罪に勝つことができないし、倒れるしかありません。そこが実は問題の内面の真相です。このように聖書を通して内面の真相が言われたときに、一回だけは、今患っている様々な問題を抱えて、自分が今まで思っていたことではなく、なるほどこれが本当に問題なのか。自分の精神的な圧迫や家庭の崩壊や、そして、止められない、止められないその悩み事、問題が、自分が考えていた誰かのせい、いじめのせいとかではなく、内面の真相を見ていたら、それこそ霊的な問題、悪魔のしわざだったのか。本当にそうなのか。一回だけはまじめに真剣に向き合わなければいけません。それを認めるようにならないといけません。そのときに今まで心の傷、トラウマとして抱えていたいじめの件や親から、捨てられたなどから、自由になります。ある意味、心配することも役に立ちません。仕方がなく不安になるのでしょうが、どんなに不安があっても正解になりません。だれがどんなに助けの手を伸ばしたとしても、何の役にも立ちません。そのように内面の真相にまじめに真剣に向き合うようにしていただきたいと思います。その時に、ただ耳で、言葉で聞いていた、軽く聞き逃していたキリストという言葉が、絶対的な答えとして浮かび上がるようになります。世の中には必要なものが多くあります。良いものもすばらしいものもたくさんあります。しかし、それは自分の問題、悩みの答えにはなりません。内面の真相に迫って、内面の真相が本当に心から「アーメン」と認められるようになれば、そのすべてが全部崩れてひとつしか残りません。だから、キリストが来られたのだね。だから、キリストが必要なのだね。だから、キリストが十字架で血を流されて、そのキリストが私には解決不可能なので、十字架で身代わりとしてすべてを完了したと、すべてを代りに解決するしかないし、解決されたのです。
キリスト以外には救いの道はあります。問題の真相に迫って行きますと、キリストが絶対的な答えになります。その時に人生は変わります。今まで誰かのせいにして、何かに頼ろうとしていた世界から抜け出して、キリストを求めるようになります。キリストにすべてをかけるようになります。内面の真相に迫っていきますと、そこからまったく次元の違う世界が始まるようになります。きっかけに捕らわれていないように。確かにきっかけはあったと思います。そのきっかけに留まっていると、それはずっと傷です。ずっとトラウマのままです。もう一皮剥いてください。そこの真相の方に迫ってください。親に対しての、いじめる人に対しての、何かの事件に対して、病気に対しての恨みつらみ、憎しみなどは全部捨ててください。被害意識、被害妄想などいりません。誰も加害者はいません。悪魔のしわざです。悩んでも頑張ってももがいても無駄です。キリストしかありません。キリストが絶対的な答えになるように、これこそが祝福の答えです。その時にこの意味が分かるようになるでしょう。受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもと される特権をお与えになった。神は実にひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者が、滅びることなく永遠のいのちを持つためです。だれでもわたしの言葉を聞いて信じる者は、永遠のいのちを持ち裁きに会うことなく死からいのちに移っているのです。これこそが本当の祝福です。皆さん、教会に通いながら、イエス・キリストのメッセージをたくさん聞きながらも、いまだに問題を抱えて悩んでいらっしゃるのでしょうか。いまだに誰かに対して、何かに対しての傷を抱えて、そのせいにして、被害意識などに悩んでいらっしゃるのでしょうか。今日限りで終わりにしましょう。それは誰かが悪かった、自分が弱かったではなくて、問題の真相に迫っていないからです。本当に何が問題なのか、一度も見たことがないからです。それがあればああだ、こうだという暇も余裕もありません。Onlyキリストしかありません。イエスはそのキリストです。

それから、私たちは神様の恵みによってクリスチャンになりました。もう一つ内面の真相に迫って行かないといけない内容は、クリスチャン、信徒とは一体どんな存在なのか。信徒の本当の内面の真相に迫って行かないといけません。信徒にもいろいろな現実があります。私たちには、いろいろな外見、うわべというものがあります。弱さを抱えている場合もあるし、経済的に困っている人もいるかもしれません。いろいろな悩み事を抱えているかもしれません。社会的な地位も、上も下もいろいろあるでしょう。また、今置かれている恵まれた環境の場合もあるし、ものすごく嫌な険しい環境の場合もあります。クリスチャンだからといって、いつも天国のような条件ばかりではありません。状況、条件などが、どうしても不利で不可能な状況、条件に置かれる場合もあります。それが聖書66巻のストーリーです。しかし、それがすべてだと、それが真実であるかのように思うと、ミスの連続になるしかありません。ここで多くの人が肉的な勘違い、肉的な戦いに走っていくようになる残念なことがあります。このような現実を見て、ついつい落胆してしまいます。あるいは言い訳に走って、条件と状況を改善しないといけないという強迫観念みたいなものに捕らわれる場合があります。クリスチャンとして神様の答えによって状況、条件が改善されることと、今の周りの環境、状況が、変わらないとダメだということで改善に努めることとは全然、次元が違います。それは言い訳です。必ず言い訳に走るしかありません。最終的に不平、不満、つぶやきが止まらないクリスチャンになってしまうでしょう。なぜでしょうか。現実を見たのですが、真相に迫っていないからです。クリスチャンがそのような境遇にあっていて、そういう状況に取り囲まれていて、クリスチャン自分自身がたとえミスを犯したり、弱さを抱えている現実があったとしても、そこから一皮剥かないといけません。内面の内なるもの、真相に迫って行かないといけません。そうすると、そこにはそういう現実、外見、状況などがあるにもかかわらず、全くそれに影響されない内なるものがいるわけです。イエス・キリストを受け入れることによって、もう二度と滅びることができないように、もう二度と罪に定められないように、永遠に滅びの運命から解放されている者がそこにはいるのです。しかも外見がどうであれ、イエス・キリストを受け入れた瞬間、聖霊が宿る尊い神の神殿と呼ばれる、存在そのものががらりと作り変えられた尊い存在がそこにはあるわけです。だから、神さまを「アバ、父」と大胆に呼び、神の御座に近づくことができる神の子どもという身分を持っているものが、そこにはいるわけです。しかも、このような内容が何がどう変わろうが永遠に変わらないので、永遠のいのちと言うのです。永遠のいのちを持つ存在がそこにあるわけです。だから、その結果、当たり前なのですが、コインの裏と表のようなお話なのですが、一皮剥いてみるとこのような存在なので、世にいる間に他の人ができない、イエス様にしかできない、この暗闇の世の中、現場に神の国が臨まれるようにすることができる特権を抱えている王である祭司と呼ばれる者がそこにはいるわけです。小さな子どもでも、遠くの国にいる人間でも、イエス・キリストを信じて受け入れた者であれば、刑務所の中に入れられている者でも、死の影の谷を歩いている者であっても構いません。一皮剥いて内面の真相に迫って、いつでもどんなときでも永遠に変わらないでいる内なるものがあります。ほとんどのクリスチャンが現実、目に見える姿だけに気が捕らわれて、内面の真相に迫っていこうとしません。皆さんがこの世を離れる時は、その時期は神の御手にありますが、その時には、だれ一人として例外なく、イエス・キリストを受け入れた者は天の御国に受け入れられるように保障されています。保証済みです。天の御国の国籍を今現在持っています。それが見えないのです。現実の弱さのゆえに、環境の厳しさのゆえにそれが見えないのです。だから、真剣にその死の影の谷を歩きながら、内面の真相に向き合って一皮剥いて、まじめに真実に向き合うようにしないといけません。その時に、今までにあった不平、不満、言い訳、落胆などをすべて捨てて、一つだけになるし、これは絶対的な祝福になります。聖霊充満の主人公です。聖霊充満を求めるしかないし、そこにすべてがあります。存在が違うわけですから。絶対的な聖霊充満です。今までは言い訳や文句ばかりしていたのが全部崩れて、別の答えが見えてきます。絶対的なキリスト、絶対的な聖霊充満という答えが見えてくるようになります。周りの人や家族が会社がああだ、こうだではなくて、自分が一皮剥いて、キリスト、イエスにあってどんな存在なのか向き合って、それにアーメンできるものはすべてから自由になります。弟子たちが言いました。今、私たちは植民地の状態なのに何ができるのでしょうかと。それはあなたがたは知らなくてもいいのです。一皮剥いて、今まで見ていないことをしっかりと見つめて向き合いなさい。そうすると、答えは明白でしょう。それはあなたがたは知らなくていいのです。植民地から解放されるか、そのまま続くか、それはあなたがたのテーマではありません。聖霊充満があるではないか。聖霊充満に預かりますと、植民地の中であれば、中で神の国、刑務所の中であれば、中で神の国、刑務所の外であれば、外で神の国、お医者さんであればお医者さんとして神の国、患者であれば患者として神の国。何が問題なのかとおっしゃっています。別の世界が見えるのです。文句もいらない世界が。問題の内面の真相に迫っていくとさまよいと困難のいらない世界が始まります。信徒の内面の真相に迫っていきますと、言い訳とつぶやきがいらない新しい世界が始まります。これが皆さんに与えられている祝福です。
最後に、もう一つ、私たちは世に生きるもの、世にいるものです。そこには神様の理由、計画なしでは、この世の中にいのちが与えられて生かされているということは不可能なのです。だから、皆さんが世に生かされているということは、世に対しての神のご計画があるわけです。しかし、それとピントが合わないのです。なぜかというと、この世の内面の真相に迫ったことがないからです。だから、この世はどういうところなのか本当に真相に迫って行っていただきたいと思います。この世を私たちは見ています。テレビのコメンテーターが見ているように、普通の学校の先生が、皆さんの友人が見ているように、同じ姿を見ています。その世のうわべ、姿を見ると、大きく言いますと両面があります。昔と比べることができないほどものすごく発展を遂げて進歩しています。間違いありません。と同時に災難、災害、災い、堕落というものも、どんどん加速化しています。その両面があるのがこの世です。皆さんが生きるしかないこの世です。そのような両面を抱えている世で、いつでも変わらない、不変のものがあります。それが何かというと、苦しみです。不変の苦しみがずっと流れているところがこの世です。それを私たちは見ているのではないでしょうか。少しまじめに落ち着いて考えて見れば、世の中はそういうところだというのが見えてくるようになります。しかし、そこで一皮剥かないといけません。そうすると、そこにはそうなるしかないように、裏でこの世を動かす力があるということが見えてきます。これが真相です。どういう力なのでしょうか。

聖書ではそれを世の流れと表現しています。世の流れを簡単に言いますと、神様はいらないという思想です。それを格好いい言葉でヒューマニズムと言います。人間中心なのです。その流れを作って、神様はいらないというまた別のかたちが何かというと、結局、同じなのですが、偶像をたくさん作りだして、偶像崇拝に走るようにすること、これが世の流れです。最終的に、世の流れというものは、だから霊的な話などは存在しない。それは言及しないように、そういう話をするものは罰金を科せられるよ。そういう話をするものは原始人扱いされるというような流れを作って、肉を中心にしてすべてを考えて判断するようにします。哲学を通して、科学を、心理学を、医学、福祉学を通して、すべてを通して肉しか残らないようにするのが世の流れです。なんでそんな世の流れが全正解に効力を発揮して効いているのか。それを動かすものがいるのです。聖書ではそれを、空中の権威を持つ支配者と言っています。悪魔、サタンというものです。他の聖書には、その悪魔、サタンを、世の神と言っています。そのような目に見えない力が、目に見えない存在が、目に見えない力を持って流れを作って、それに皆を巻き込んで流されるようにしています。皆さんがよく耳にしていらっしゃるように、そのために時代ごとにありましたが、今の時代はニューエイジ、ユダヤ人、フリーメイソンなどの団体を中心にして、それが先頭に立って、その役割を全うしています。命がけでやっています。神はいない。人間が神なのだ。霊的な内容などは取り上げてはいけません。迷走を強調するのも、結局は霊的な内容はやめましょうということです。WHOで扱っているほとんどは、内面の話は、霊的な話はやめましょうということです。ユネスコでやっていることも、全部裏ではそういう内容です。これが世の真実です。そこで一皮剥いて世の中を見ると、ものすごい発展と進歩があり、また災害と堕落があったり、何か混在しているかのように見えていても、実は内面の真相はそうではありません。結局は、滅びるしかない、運命に捕らわれているところがこの世の内面の真相です。ひとりひとり個人的な最後があります。ヘブル9:27には、人間には一度死ぬことと、死後にはさばきを受けることが定まっているとあります。個人的にさばかれる運命に捕らわれて生きているし、時代ごとに時代の終わりがあるし、そして、最後には永遠の終わりがあるのです。それが聖書のお話しであり、この世の中の真相です。すごいことがいっぱいあります。たぶん、東京オリンピックの時には、自動運転が普通になるのではと思うし、運転がとても楽になると思いますが、そのようにものすごいスピードで世の中は変わっています。それにもかかわらず、一皮、二皮剥いて、内面の真相を見てみると、滅びるしかない運命に捕らわれているわけです。それが本当に見えてきた場合には、仕事をするにしても、学校で勉強をするにしても、博士の学位のために頑張るにしても、お金を稼ぐときにも、専門性を生かして何かを発揮するにしても、答えがまったく違います。この世には福音宣教の他には希望は無いと分かります。つまり、使命が単なる使命ではなくて、絶対的な使命になります。それが軸になって、ある人はお医者さんに、ある人は法律家に、ある人は学校の教師に、ある人は商売という話です。でも、ほとんどのクリスチャンが、特にレムナントも見ていると、ほとんどがそういう感覚がありません。なぜでしょうか。世の中をうわべだけ見ているからです。内面の真相に迫ったことがありません。聖書には、このように書いてあるし、歴史が証明しています。だから、誰の指図か分かりませんが、この神様がおっしゃる真理の言葉に、内面の真相が言われているのですが、真正面から向き合いたいのですが、なぜか避けるのです。なぜかクリスチャンなのに避けるのです。誰の指図か分かりませんが。だから、一回だけはまじめに内面の真相、聖書が語っている内面の真相に迫って、向き合うようにしてください。何か努力や研究を要求しているわけではありません。正直に素直に。
そうなると、このような結論にまとまると思います。これから皆さん、何かのどうにもならない問題があるのでしょうか。正しい戦いをしていただきたいと思います。まずその問題のほとんどは、考えとの戦いです。考えをどうするかによって、内面の真相に迫って、一回だけはそれを素直に認めている自分がいるかどうか問いかけて調べてみてください。そうではないから、これにも捕らわれ、あれにも捕らわれているのでしょう。いまだにトラウマ、傷があるのでしょうか。真相に迫って「そうだ。自分が思っていたそれではなくて、これこそ悪魔のしわざだ。すべてを全部下してキリストしかない。だから、キリスト、キリストがすべての問題を解決したのです。私にはキリストが必要なのです。ぜひキリストに迫ってみてください。

つまり、皆さんが問題があるたびに正しい戦いをすると、皆さんの内側でキリストがどんどん高まっていくようになります。キリストがどんどん高く、深く、広くなります。そこに神の奇跡のわざが現れるようになります。それから、いろいろなことがあるでしょうが、信徒として揺れることのない救いと祝福と自分は祝福の存在だという確信を持つようにしてください。これによって、あれによってというのは、真相から目を話しているからです。それから、皆さんのアイデンティティ、この世にいる存在の理由、意義を使命に絞って、使命によるアイデンティティをもう一回、皆さんの内側で整理して、自分の残りのこれからの人生のことを考えていただきたいと願います。　

 (祈り)

　愛する天の父なる神様。悪魔は最初から人殺しであり、偽り者であり、偽りの父と言われている者です。神様は、真理をおっしゃっているのに、この偽りにあまりにも深く刻印されていて、真理のみことばとまじめに向き合うことを邪魔されることが多くあります。今日のメッセージを聞いて、本当に問題の内面の真相、信徒の内面の真相、この世の内面の真相に迫って、素直に真剣に向き合うことによって、一回だけでも心から認めることによって、今までにはない違う答えの方に走ることができるように。それで勝利の門が開かれることを心からお祈りをいたします。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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